
従業員が感じる「現状（今）」と会社の「将来像（未来）を」繋ぐ場とする

「適切な労働時間」について質問します！

➢ 6月17日に発信された適正な労働時間管理ルールのモニタリング指標を

変更した理由を教えてください。

川上さん

神林さん

➢ 労使共同宣言の内容については「人の力で」という企業スローガンを出しているので、健康が

第一で、適切な労働時間、正しい時間を管理により、どこの部署で超過労働をしているのか

把握していきます。そのうえで、３つのステップで見直そうと思っています。

≪業務改善➡人数を変える➡組織を越えて仕事を分担する≫

労使共同宣言のひとつとしてみんなで取り組みます

①打刻する(現状を知る) ②改善の種をみんなで探す ③改善に向けてみんなで話し合う

➢ 労働の記録を正しく残したい。打刻を１回でもしないと

正しい労働状況が把握できなくなってしまいます。1回

でも未打刻はやめよう・1回でも休日出勤はやめようと

いうのがメッセージとしてあります。１回たりともなく

したいと思ってモニタリング指標を決めました。



■公式マスコットキャラクター

「イングちゃん」
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インタビュー動画の視聴、感想・今後取り上げて欲しいテーマ等アンケートへの
ご協力をお願いしますうさ🐇

インタビュー動画はこちら

アンケートはこちら

➢ 経営マネジメントと現場両方で業務改善を一緒に実行していきましょう。

➢ 辛かったら声を上げて欲しいです。打刻と打刻の間が労働時間で、自ら仕事を抱え込み休日に仕事

を行うと悲壮感が漂い、体は元気でも心が病んでしまう人がいます。

➢ 仕事は1人じゃなくて組織みんなで行うものです。個人の頑張りが足りないと指示がある時もありま

す。そこはマネジメントの難しいところです。

➢ 与えられた時間内で一旦終了し、翌朝出勤してきて変化があれば早く帰ったおかげです。

➢ 夜中まで働いていると脳は二日酔いと同じような状態になって、いい仕事は出来ません。

➢ 僕の立場からは「お願いだから帰って」という気持ちです。長い時間働いてもいい仕事はできない

と思います。だから早く帰ってほしいです。

➢ 皆さんは打刻をして労働の証を残し、マネジメント層は、はみ出た仕事の業務改善にあらゆ
る手を尽くし、皆さんは労働時間中の業務改善を一生懸命実行していただきたいです。

➢ 長時間机に向かっていてもいい考えが浮かぶことは経験上少ないと思っています。

➢ 違う景色を見たり、違う話をしたりすることで大きく考え方が進歩したり違う角度から見える
ようになることもあります。

良い仕事をする為には、ワークライフバランスが必要です。

業務単位で考えると考えが凝り固まってしまう時がありますが、時間単位で区切って

メリハリをつけてワークライフを分けることが大事だと思いました。

川上さん
➢ 業務が終わらないから仕方ないという声もあります。打刻をしないと

現状把握も出来なくて業務改善につながらないのではないでしょうか

➢ 上司が来てるから出社する、残業するというのはやめていきたいと思っています。

➢ プロは自分の仕事に誇りを持っています、自分に与えられた仕事が終わったら帰ります。

➢ プロフェッショナリティーがないと仕事に自信が持てなくて、なんとなく残ってしまいます。

➢ 業務改善と合わせてプロとしてのスキルを磨いくことも大事だと思っています。

➢ 根本的な原因はプロフェッショナリティーが低いと無駄な仕事をしてしまうこともある

ということ、ひとり一人のスキルアップが効果的だと思っています。

神林さん

神林さん

川上さん

https://qr.quel.jp/design.php
https://forms.office.com/r/hwwEwSJZgu
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